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《論文審査結果の要旨》
　近年、習慣的運動と認知機能の関係性についての報告が多くされていることからも、運動・スポーツ
はさまざまな認知機能を改善させうることが考えられる。さらに、運動・スポーツが脳の認知機能に与
える効果は、認知機能の中でも高次認知機能である実行機能に対して顕著であることが明らかにされて
いる。一方、運動・スポーツには多くの種類が存在するが、スポーツは大きくオープンスキルスポーツ
とクローズドスキルスポーツの2つに分けられる。特に、オープンスキルスポーツであるサッカーでは、
プレーをしている周りの状況が常に変化するため、変化する状況に合わせて判断を変える認知的要素が
必要になる。そのため、サッカーではチームの戦術を考えながら動き、時には事前にやろうとしていた
プレーをやめ、誰もが予想しないような創造性豊かなプレーをする必要がある。したがって、サッカー
は複雑な課題に対して、思考や行動を制御して柔軟に思考する必要があることから、実行機能の要求が
高いスポーツの一つだと考えられている。しかし、従来運動の質と実行機能の関係性についての研究は
少なく、特にオープンスキルスポーツであるサッカーのパフォーマンスと実行機能の関係性についての
研究はほとんどなく、特にジュニア年代におけるサッカー選手について検討された報告は皆無である。
　以上の背景より、本研究ではオープンスキルスポーツのサッカーに着目し、ジュニア年代におけるサッ
カーと実行機能に関する知見を得ることを目的とした。そして、これらの目的を達成するため、研究課
題1では「サッカーが子どもの実行機能に与える影響」、次に研究課題2では「ジュニアサッカー選手に
おける実行機能」、そして研究課題3では「実行機能テストとサッカーパフォーマンスの評価基準との関連」
について検討を行った。
　研究課題1では、小学5・6年生のジュニアサッカー選手（以下GS群）63名と習慣的に運動をしていない
子ども（以下GN群）108名を対象として、実行機能テスト（Design	Fluency	Test：以下DFT）によってサッ
カーのトレーニングが実行機能に与える影響について検討した。その結果、GS群のDFT結果が、GN群
よりも有意に高値を示した。したがって、サッカーは実行機能の向上に影響することが示唆された。
　研究課題2では、DFTとTrail	Making	Test（以下TMT）の2つの実行機能テストを用いて、異なる
サッカーパフォーマンスを有する選手の実行機能について比較検討した。対象者はスペインサッカージュ
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ニアリーグ1部（以下Group	1）と3部（以下Group	2）に所属するチームの男子サッカー選手29名（年齢：
12.5±0.7歳）と34名（年齢：12.5±0.5歳）とした。その結果、DFTではGroup	1がGroup	2に比べ有意に
高値を示した。一方、TMTではGroup	1がGroup	2に比べ有意に低値を示した。本研究の結果から、ジュ
ニア年代においてサッカーのパフォーマンスが高い選手は、ワーキングメモリーや抑制などのCore-EFs、
および認知的柔軟性および創造性のHigher-order	EFsに関する実行機能が優れていることが示唆された。
　研究課題3では、某Jリーグクラブのエリートプログラムへの入団テストに参加したジュニアサッカー
選手383人（8歳から11歳）を対象に実行機能テストを実施し、入団テストの合否によって実行機能に違い
が認められるか検討を行った。その結果、プログラムに合格した選手の実行機能テスト結果は不合格と
なった選手に比して有意に高値を示した。これらのことから、サッカーのパフォーマンスが高い選手は
Core-EFsおよびHigher-order	EFsの実行機能が優れていることが明らかとなった。したがって、実行機
能はサッカーのパフォーマンスに影響することが考えられた。また、実行機能テストを用いることで選
手のパフォーマンスを客観的な方法で評価することができることが示唆された。
　これらの結果に基づき、サッカーのようなオープンスキルが要求されるスポーツは実行機能の発達の
促進に効果的であることが示唆され、さらに実行機能はサッカーのパフォーマンスに影響することを明
らかにした。そして、監督やコーチが選手の実行機能を測定することで、サッカー選手のパフォーマン
スレベルを客観的な方法で評価できる可能性が示唆された。
　学位申請者によって、学位論文公開発表および審査会でのプレゼンテーションが適切に行われ、学位
論文の新規性・重要性が述べられた。また、学位申請者はこれらの場での質疑に対して適切に受け答え
を行った。一方、本学位論文の内容については査読付き学術誌に掲載済みであることから、本論文の新
規性や重要性が専門領域において担保されていることが確認できた。以上、審査の結果、学位論文の新
規性・重要性が確認されるとともに、学位申請者の基礎学力や思考力を十分に有していることが審査会
により確認されたことから、申請者である酒本勝太氏は博士（体育科学）の学位を授与される十分な資格
があるものと認められる。
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